
浸透圧の法則（ファントホッフの式） 

[目的] 浸透圧に関する van’t Hoffの式 nRTV   を導出する。 

 

初期状態から溶媒分子が半透膜を通って溶液側に浸透し、平衡状態になったとする。半透膜は

可動性なので溶媒側に移動する。平衡状態における溶媒分子の化学ポテンシャルについて考察

する。 

平衡状態における圧力は溶媒と溶液で異なっているので、溶媒の圧力を p、溶液の圧力を p+

Πとする。 溶媒中および溶液中における溶媒の化学ポテンシャルは、それぞれ 
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両辺をテイラー展開すると 
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*v は溶媒の部分モル体積） 
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ところで n1<<n2であるから、 
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液体の部分モル体積は溶質の存在や圧力の影響をほとんど受けないので、 *

2vn は溶液の体積

とみなしてよい。 ゆえに、 溶液の体積）( *

2 Vvn  とおけば ④ は 
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となる。 


